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誌
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・
第
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（
一
九
八
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二
）

　
　
　
　
　
　
　
」

中
国
の
故
事
・
伝
説
に
取
材
し
た
大
小
暦

相
　
島

回

は
　
じ
「
め
　
に
、

ア

　
、
国
立
国
会
図
書
館
は
昭
和
五
九
年
一
ケ
月
二
三
日
か
ら
＝
月
二
日
ま
・

で
、
貞
享
二
年
（
一
六
一
五
）
に
初
め
て
わ
が
国
の
暦
法
に
よ
る
貞
享
暦

が
使
用
さ
れ
て
三
〇
〇
年
を
経
た
年
に
因
ん
で
、
「
日
本
の
暦
」
展
を
催
し

た
。
そ
こ
で
は
、
具
注
暦
や
地
方
暦
等
と
と
も
に
大
小
暦
三
五
〇
点
を
展

　
　
三
一

示
し
た
。

　
大
小
暦
は
、
月
の
大
（
三
〇
日
）
小
（
二
九
日
）
を
め
で
た
い
図
柄
や

当
時
評
判
の
芝
居
等
か
ら
題
材
を
採
っ
て
、
絵
あ
る
い
は
狂
歌
、
詩
病
で

表
現
t
た
一
放
摺
り
の
略
暦
の
一
種
で
あ
る
。
明
治
五
年
の
太
陽
暦
へ
の
」

改
暦
以
前
、
わ
が
国
は
月
の
朔
望
で
月
建
て
を
し
、
太
陽
の
運
行
で
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

圏
を
知
る
太
陰
太
陽
暦
を
採
用
し
て
い
た
，
一
月
は
三
〇
日
か
二
九
日
で
、

毎
年
月
の
大
小
の
配
列
が
変
わ
る
う
え
、
二
⊥
二
年
ご
と
に
閏
月
が
あ
つ

で
、
月
の
大
小
を
記
憶
し
て
お
く
こ
と
は
、
晦
日
の
支
払
い
や
衣
替
等
、

実
生
活
上
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
犬
小
暦
は
年
末
に
摺
物

と
し
て
作
ら
れ
、
年
頭
の
大
小
会
で
仲
間
と
交
換
し
た
り
、
年
始
、
の
挨
拶

’
に
贈
答
品
と
し
て
顧
客
に
配
ら
れ
た
。
草
創
は
江
戸
貞
享
か
ら
で
、
最
も
」

隆
盛
を
み
た
の
は
三
和
か
ら
寛
政
期
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
太
陽

暦
の
採
用
と
と
も
に
必
要
性
は
な
く
な
り
、
衰
退
し
、
消
滅
し
た
。

　
同
館
で
は
数
百
点
に
及
ぶ
大
小
暦
を
所
蔵
す
る
が
、
「
こ
れ
ら
の
中
か
ら

中
国
の
故
事
、
伝
説
に
主
題
を
採
っ
た
数
点
を
紹
介
し
た
い
。

1

図
－
蚕
初
平
報
中
国
の
仙
人
黄
初
平
に
取
材
甚
、
天
明
七
年
（
一

七
八
七
）
の
大
小
暦
。
双
讐
の
少
年
が
棒
状
の
鞭
を
持
っ
て
立
ち
、
そ
の

前
に
は
一
頭
の
羊
が
岩
か
ら
飛
出
し
て
き
た
よ
う
な
情
景
を
描
い
て
い

る
。
画
面
左
側
に
（
「
初
平
年
什
五
而
／
牧
羊
後
得
為
仙
」
と
記
す
。
右
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん
つ
く
り

部
の
陰
刻
白
ヌ
キ
の
筆
書
「
扁
大
」
と
は
、
・
漢
字
の
「
偏
妾
」
の
偏
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ニ
　
　
　
ニ
　
　
　
　
ま
　
　
ゐ
ハ
　
　
　
　
セ
　
　
ベ
　
　
れ

る
字
が
大
の
月
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
即
ち
、
「
初
平
置
去
五
彩
／
牧
羊
後

　
む
　
　
の
ニ

、
得
影
野
」
と
あ
る
中
、
一
、
四
、
七
、
九
、
一
〇
お
よ
び
一
二
月
が
大
の

月
で
あ
る
。
描
か
れ
た
羊
は
干
支
を
表
わ
し
、
従
っ
て
、
ひ
つ
じ
年
中
一
、
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懸
魏
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歯

隊
総
藻
驚
講
雛
、
“

四
、
七
、
九
、
一
〇
、
山
二
月
が
大
の
月
は
天
明
七
年
丁
未
で
、
当
年
の

大
小
暦
と
判
明
す
る
。

　
偏
の
有
無
で
大
小
を
表
わ
す
作
例
は
、
暦
書
や
大
小
暦
等
暦
類
似
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
ニ
　
の

の
売
買
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
、
宝
暦
入
年
（
一
七
五
入
）
の
「
奉
転
読
大

ま
　
　
ム
ハ
　
セ
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

般
若
経
延
命
守
護
虜
」
を
最
古
と
す
る
。
こ
の
場
合
は
偏
の
あ
る
字
を
小

の
月
と
し
、
二
、
三
、
五
、
七
、
一
一
月
。
も
っ
と
も
、
有
衆
無
偏
大
小

は
た
だ
い
た
ず
ら
に
漢
字
を
並
べ
た
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
文
章
に
な
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
も
隆
盛
を
み
た
の
は
明
和
か
ら
寛
政
年
間

　
　
　
　
　
つ
に

で
、
狂
歌
師
．
戯
作
者
と
し
て
著
名
な
初
述
丑
川
焉
馬
（
一
七
四
三
一
一

八
二
二
）
に
は
い
く
つ
も
の
作
例
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
ニ
　
　
　
　
ま
　
　
　
ハ
　
セ

　
閏
月
が
あ
っ
た
安
永
七
年
（
一
七
七
入
）
の
大
小
「
満
面
垂
雪
梅
花
発

セ
　
　
　
　
れ
　
け
　
　
　
ロ
ニ

潤
雨
垂
楊
柳
垂
」
は
馬
偏
が
大
の
月
で
、
閏
七
月
を
「
潤
」
を
用
い
て
巧

妙
に
処
理
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
註
四

　
「
初
平
」
は
黄
初
平
。
晋
、
葛
洪
撰
『
神
仙
伝
』
総
懸
に
見
え
る
仙
人
で
、

丹
漢
の
人
。
一
五
歳
の
時
、
家
で
羊
飼
い
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
一
道
士

が
そ
の
実
直
な
の
を
見
込
ん
で
金
華
山
の
石
室
に
連
れ
て
行
っ
た
。
四
〇

年
後
に
兄
の
初
雛
が
彼
を
捜
し
に
家
を
出
た
が
、
幾
年
か
か
っ
て
も
発
見

で
き
な
い
。
し
ば
ら
く
し
て
や
っ
と
道
士
に
遇
う
こ
と
が
で
き
、
弟
を
尋

ね
あ
て
た
。
悲
喜
こ
も
ご
も
の
話
の
あ
と
、
兄
は
初
平
に
羊
の
在
処
を
訊

う
た
。
す
る
と
初
平
は
、
「
す
ぐ
山
の
東
か
た
に
い
ま
す
。
」
と
答
え
た
。

兄
が
そ
こ
へ
行
っ
て
も
目
に
入
る
の
は
白
い
石
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
戻

っ
て
そ
の
旨
を
初
平
に
言
う
。
初
平
は
兄
と
一
緒
に
そ
の
場
所
へ
行
き
、

「
羊
よ
、
立
て
」
と
叱
る
と
、
白
い
石
は
悉
く
変
じ
て
数
万
頭
の
羊
に
な
っ

た
。
仙
道
を
体
得
し
て
い
た
弟
に
、
兄
は
教
え
を
う
け
た
。
後
に
、
二
人

は
一
緒
に
郷
里
に
帰
っ
て
み
た
が
、
親
族
は
死
に
絶
え
て
い
た
の
で
再
び

引
き
返
し
、
呼
名
を
兄
は
坐
像
、
弟
は
赤
松
子
と
改
め
た
と
い
う
。

　
こ
の
故
事
は
、
大
小
が
流
行
し
て
い
た
江
戸
中
・
後
期
に
は
巷
間
に
流

布
し
て
い
た
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
の
序
が
あ
る
『
故
事
（
必
讃
）

成
語
考
集
註
』
（
〔
明
〕
丘
溶
著
、
三
宅
元
信
註
）
に
は
、
「
布
石
成
道
黄
初

平
之
得
仙
」
と
採
録
し
て
註
釈
を
施
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
『
神
仙
伝
』
は
、
藤
原
佐
世
撰
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
二

〇
巻
「
雑
伝
家
」
の
条
に
、
書
名
、
巻
数
、
撰
者
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、

平
安
朝
初
期
に
は
わ
が
国
に
存
在
し
、
一
部
の
知
識
階
級
に
は
黄
初
平
の

故
事
は
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
神
仙
伝
』
は
以
後
も
、
「
漢
魏

叢
書
」
や
「
夷
弓
三
三
」
に
収
め
ら
れ
て
わ
が
国
に
伝
来
し
て
い
る
。
黄

初
平
の
故
事
は
、
さ
ら
に
『
太
平
廣
記
』
、
『
法
王
編
垂
』
、
『
雲
五
七
籔
』
、

『
羅
文
類
聚
』
、
『
太
平
御
覧
』
、
『
北
堂
書
紗
』
お
よ
び
『
初
學
記
』
等
の
類

　　　一　二nv



書
に
も
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
江
戸

中
・
後
期
に
至
っ

て
は
人
口
に
謄
超

し
て
い
た
と
推
察

で
き
る
。

図II

1
1

　
図
1
1
は
「
琴
棋

書
画
」
と
呼
ば
れ

る
天
明
韓
の
大

小
暦
で
あ
る
。
琴

棋
書
画
は
当
芸
と

呼
ば
れ
、
中
国
で

は
こ
れ
ら
を
嗜
む

こ
と
が
高
士
の
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
六

件
と
さ
れ
た
。
鈴
木
重
三
氏
に
依
れ
ば
、
こ
の
四
三
を
楽
し
む
情
景
が
画

題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
や
が
て
伝
統
化
し
た
。
様
式
も
一
図
中
に
四

画
す
べ
て
描
き
込
む
も
の
や
、
一
図
一
芸
の
四
幅
対
と
し
た
も
の
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
一
枚
に
旧
事
す
べ
て
を
描
き
込
ん
で
い
る
。
即
ち
、
画
面
に
琴

と
棋
局
を
配
し
、
二
美
人
が
そ
れ
ぞ
れ
書
と
絵
筆
を
と
る
姿
を
描
く
。
描

か
れ
た
絵
は
、
老
人
と
岩
石
と
羊
、
書
に
は
「
天
明
七
大
正
四
七
九
十
士
ご

と
あ
っ
て
、
天
明
七
年
の
大
小
暦
と
知
れ
る
。

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
絵
師
は
肉
筆
画
に
す
ぐ
れ
、
濃
艶
な
美
人
風
俗
画
を
遺
し
た
歌
川
派
の

祖
、
一
世
歌
川
豊
春
〔
享
保
二
〇
（
一
七
三
五
）
1
文
化
一
一
年
（
一
入

　
一
四
）
〕
。
彫
師
は
、
画
面
右
下
「
豊
春
画
」
と
記
す
左
脇
に
、
小
さ
く
「
松

魚
刀
」
と
刻
し
て
い
る
の
で
、
岡
本
松
魚
と
判
る
。
松
魚
に
つ
い
て
は
詳

細
は
不
明
で
あ
る
が
、
無
款
「
狐
の
嫁
い
り
」
〔
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
〕

の
三
三
表
書
や
鈴
木
春
信
「
絵
本
い
ろ
は
歌
」
〔
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
〕
、

初
代
北
尾
重
政
「
絵
本
世
都
之
時
　
上
巻
」
〔
同
年
〕
、
さ
ら
に
天
明
六
年

　
（
一
七
入
六
）
初
代
重
政
、
一
世
豊
春
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
勝
川

三
三
、
同
六
年
（
一
七
九
四
）
初
代
重
政
の
大
小
暦
に
も
名
前
が
み
え
、

．
明
和
（
一
七
六
四
一
一
七
七
一
）
か
ら
寛
政
（
一
七
入
九
－
一
八
○
○
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

期
に
か
け
て
活
躍
し
た
彫
師
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
　
。
　
、

　
　
一
体
、
大
小
暦
に
彫
師
が
名
を
入
れ
る
例
は
多
く
は
な
い
。
彫
師
と
し

て
著
名
な
の
は
、
松
魚
の
他
、
同
じ
く
明
和
一
寛
政
期
に
作
品
が
見
ら
れ

る
二
代
吉
田
魚
贋
中
出
斗
園
、
東
扇
（
姓
不
詳
）
ら
蓉
る
。
彼
ら
に

は
絵
師
と
の
問
に
三
つ
と
専
属
関
係
が
生
じ
て
い
た
よ
う
で
、
松
魚
は
豊

春
の
他
に
、
初
代
重
政
や
勝
川
春
英
等
が
描
い
た
大
小
暦
を
数
点
刻
し
て

　
い
る
。
ま
た
、
斗
園
は
勝
川
春
朗
、
菱
川
宗
理
等
が
描
い
た
も
の
を
手
が
」

け
て
い
る
。

麺
蒼
は
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
、
八
年
（
毛
七
一
）
頃
の
作
と
い
わ

れ
る
特
大
判
四
枚
の
組
物
美
人
画
錦
絵
「
琴
」
「
棋
」
「
書
」
「
画
」
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
の
ぶ

豊
春
習
作
時
代
の
作
品
で
、
こ
の
監
物
中
「
書
」
が
、
明
和
の
駒
井
美
信

　
の
構
図
を
そ
の
ま
ま
借
り
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
迎
馳
の
作
品
に
も
粉

本
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
大
小
暦
「
琴

棋
書
画
」
は
、
」
こ
の
美
人
錦
絵
よ
り
約
一
五
年
後
の
作
品
で
、
一
人
の
浮

世
絵
師
と
し
て
世
間
的
に
も
認
め
ら
れ
た
豊
春
が
、
か
つ
て
勉
強
中
に
描

　　　一　三一 、
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　　　ルひひや

増石 　
　
い
た
主
題
を
集
約

轟
　
し
て
創
作
し
た
、

　
　
い
わ
ば
旧
作
の
焼

　
　
き
直
し
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
、
当
時
一

　
　
流
の
絵
師
と
、
同

　
　
じ
く
一
流
の
彫
師

　
　
が
合
作
し
た
貴
重

　
瀦
な
作
品
と
い
う
こ

　
　
と
が
で
き
る
。

凌
朝

議i難i空也簸

　　　　図IH

欝購

III

　
　
　
三
一
〇

図
」
で
あ
る
。
長
く
伸
び
た
松
の
枝
の
下
に
羊
車
に
座
乗
す
る
晋
の
武
帝

（
二
三
六
一
二
九
〇
）
を
描
き
、
二
頭
の
羊
の
前
方
に
一
列
に
弧
を
描
い

て
並
ん
だ
宮
女
＝
一
人
を
排
す
。
宮
女
は
筒
袖
上
衣
に
裾
、
肩
に
は
領
巾

を
毒
し
、
手
に
は
各
人
竹
枝
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
竹
葉
は
漢
字
で
、
手

前
よ
り
一
月
か
ら
一
二
月
を
表
現
し
て
い
る
。
竹
葉
を
以
っ
て
字
を
表
現

す
る
例
は
、
既
に
中
国
で
は
見
ら
れ
、
西
安
碑
林
の
「
関
葦
北
三
図
」
〔
康

煕
五
五
年
（
一
七
一
六
）
、
翼
下
（
陳
西
省
長
安
城
東
）
の
韓
宰
（
不
詳
）

　
図
m
は
天
明
七

年
三
三
（
一
七
入

七
）
の
大
小
暦
「
晋

一
巡
羊
車
遊
宴

が
建
立
〕
に
は
、
「
不
謝
東
灘
音
僅
丹
青
独
立
名
、
蹴
鞠
弧
懇
懇
、
終
久
不

彫
零
」
と
五
言
四
句
の
一
首
二
〇
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
ひ
わ

　
鵬
色
の
筒
袖
上
衣
に
赤
い
領
巾
を
着
け
た
宮
女
が
手
に
持
つ
竹
枝
は
、

正
、
四
、
七
、
九
、
十
、
十
二
、
灰
色
の
筒
袖
上
衣
に
鵬
色
の
領
巾
の
宮

女
は
、
二
、
三
、
五
、
六
、
八
、
十
一
の
字
で
、
ど
ち
ら
か
が
大
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
　
と

小
の
月
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
干
支
は
画
中
の
羊

　
　
ひ
つ
じ

車
で
未
と
判
る
。
大
小
暦
が
作
成
さ
れ
た
貞
享
頃
か
ら
明
治
初
期
に
か
け

て
の
約
二
〇
〇
年
弱
の
期
間
に
、
一
、
四
、
七
、
九
、
一
〇
、
一
二
月
が

　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ
じ

大
ま
た
は
小
の
月
で
未
年
は
、
大
の
月
が
一
、
四
、
七
、
九
、
一
〇
、
一

二
月
で
、
小
の
月
が
二
、
三
、
五
、
六
、
「
入
、
一
一
月
の
天
明
七
年
丁
未

以
外
に
は
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
も
同
年
の
大
小
暦
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
当
図
は
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
、
中
村
昂
然
作
、
尾
田
玄
古
校
、
読

本
『
通
酪
三
二
国
志
』
（
三
七
巻
総
目
譜
系
一
巻
、
三
入
冊
、
別
書
名
『
続

通
俗
三
国
志
』
）
巻
三
二
「
陶
環
郭
総
懸
徹
兵
」
に
主
題
を
採
取
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
こ
う
註
一
三

　
　
裳
に
帝
は
詔
あ
り
て
、
江
南
の
美
女
を
撰
び
、
又
孫
皓
が
宮
人
五
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
を
併
せ
て
、
抜
庭
に
是
を
耀
き
、
日
々
に
歌
舞
を
教
習
し
、
酒
を
巡

　
　
　
　
　
　
の

　
　
ら
し
楽
を
演
ぶ
。
後
宮
の
練
女
、
天
徳
内
院
に
充
満
し
、
殆
ど
萬
徐

　
　
人
に
至
り
け
る
。
毎
日
三
宮
に
零
丁
す
。
其
供
奉
に
は
、
歌
舞
美
女

　
　
の
類
ゐ
、
百
を
以
て
相
随
ふ
。
自
ら
は
輕
車
に
乗
り
、
羊
を
以
て
捜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
せ
つ
・
、
自
ら
行
き
自
ら
適
く
。
何
れ
な
り
と
も
羊
の
止
庭
の
宮
に

　
　
と
ど
ま
っ
て
、
其
の
中
に
宴
飲
し
、
既
に
日
の
夕
に
至
る
時
は
、
笈

　
　
に
即
ち
止
宿
を
な
す
。
さ
れ
ば
各
各
の
妃
嬢
、
み
な
帝
の
倖
を
得
、

　
　
　
　
　
　
　
こ
い
ね
が
　
　
ち
ょ
う
　
う
る
ほ

　
　
恩
あ
ち
ん
事
を
翼
ひ
、
寵
に
沽
は
ん
と
競
ふ
ゆ
ゑ
、
袈
に
さ
ま
ざ
ま

　
　
　
　
　
か
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し
は
さ

　
　
の
計
を
相
携
ふ
。
或
は
竹
の
葉
を
門
戸
に
挿
み
、
羊
の
愛
に
し
ば
し

一四一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
そ

　
　
も
止
ら
ん
事
を
は
か
る
。
或
は
盤
汁
を
地
上
に
扇
ぎ
、
羊
の
至
り
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ぶ

　
　
る
を
待
つ
靴
、
羊
は
璽
の
気
味
を
喜
び
、
地
に
勅
て
は
や
皇
蕪

　
　
り
，
足
を
住
め
て
行
か
ざ
る
に
、
宮
女
共
既
に
車
駕
の
、
此
門
に
滞

　
　
を
見
る
よ
り
、
早
速
北
迎
留
め
て
帝
を
宮
に
誘
き
入
れ
、
燕
會
を
催

　
・
し
け
る
。
’
か
着
て
日
の
夕
に
な
れ
ば
、
一
宿
を
こ
・
に
し
て
、
武
帝

二
無
籍
讐
侮
翌
日
此
の
湘
喬
け
れ
ぼ
政
事
は

と
あ
る
。
・
こ
の
、
『
通
俗
続
三
国
志
』
．
も
、
’
淵
源
は
『
血
書
』
．
巻
三
一
，
列
伝

第
一
骨
牌
娯
の
・

　
　
平
呉
回
復
三
三
三
宮
人
数
千
重
此
下
達
選
書
萬
人
而
並
寵
者
甚
衆
帝

　
，
莫
知
所
適
博
学
戸
車
恣
其
所
之
至
便
宴
寝
宮
人
乃
唐
竹
葉
挿
戸
以
臨
皿

　
　
汁
漉
地
忌
引
野
羊
然
芳
最
蒙
愛
幸
殆
感
応
房
之
寵
焉

に
由
来
す
る
。

　
江
戸
期
に
あ
っ
て
は
、
中
国
書
は
長
崎
へ
輸
入
さ
れ
内
直
接
読
ま
れ
た

η
あ
る
い
は
翻
刻
・
翻
訳
さ
れ
て
広
く
町
民
層
に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
つ
．
た
。
特
に
軍
談
物
聾
曲
い
う
べ
き
士
爵
小
説
類
は
重
職
憲
翻
訳
さ
れ

た
。
齋
藤
護
一
氏
に
依
れ
ば
、
寛
文
元
年
長
崎
の
人
前
田
増
武
に
よ
っ
て
．

訳
さ
れ
た
『
明
清
旧
記
』
（
一
〇
巻
首
一
巻
）
を
初
め
と
し
て
、
元
禄
意
気

に
は
》
『
三
国
志
』
を
訳
し
た
『
通
俗
三
国
志
』
（
五
〇
巻
、
湖
南
文
山
、

元
禄
二
自
序
×
『
両
三
演
義
』
を
訳
し
た
『
通
俗
面
諭
軍
談
』
（
一
五
巻
、
・
．

夢
梅
軒
章
峯
・
称
好
軒
徽
庵
、
元
禄
三
序
、
同
七
蹟
）
、
『
東
周
列
国
志
』

を
訳
し
た
『
通
俗
呉
越
軍
談
』
（
一
入
巻
、
馳
清
朝
家
立
、
元
禄
一
六
刊
）
等
、

宝
永
年
間
に
は
、
『
戦
国
策
』
を
訳
し
た
『
通
俗
戦
国
策
』
（
、
一
八
巻
、
毛

利
受
領
、
宝
永
元
刊
）
、
『
皇
明
英
虚
伝
』
を
訳
し
た
『
通
俗
元
明
軍
談
』

・
（
二
〇
巻
、
岡
島
冠
山
、
宝
永
一
、
一
世
）
、
㌧
『
梁
武
帝
演
義
』
を
訳
し
た
『
通
俗

南
北
朝
軍
談
』
（
一
五
冊
、
長
崎
一
捻
、
宝
永
二
刊
）
、
『
陪
唐
演
義
』
を
訳

－
し
た
と
見
ら
れ
る
『
通
俗
唐
玄
宗
軍
談
』
（
二
〇
巻
、
中
村
昂
然
作
、
林
言

成
校
、
宝
永
二
刊
）
等
、
下
っ
て
は
、
，
『
開
關
演
義
』
を
訳
し
た
『
通
俗
列

国
志
十
二
朝
軍
談
』
（
一
四
巻
、
李
下
散
人
、
正
徳
二
刊
）
、
『
岳
武
穆
演
義
』

を
訳
し
た
『
通
俗
両
国
志
』
（
二
六
巻
、
入
江
兼
言
、
馳
享
保
六
刊
）
等
が
あ

る
。
『
通
俗
続
三
国
志
一
も
こ
れ
ら
の
一
群
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

言
を
託
た
な
い
。
中
国
の
歴
史
小
説
類
が
翻
訳
さ
れ
、
，
書
き
下
さ
れ
て
、

当
時
の
読
書
界
を
賑
わ
し
た
の
み
な
ぢ
ず
、
中
国
語
が
一
般
に
普
及
し
、
，

俗
語
で
書
か
れ
た
牛
田
通
俗
小
説
詐
憐
淫
心
が
向
け
ら
’
れ
、
こ
の
訓
点

本
・
翻
訳
本
が
読
書
界
に
登
楼
し
て
き
た
。
、
　
　
　
　
、

　
宮
女
が
手
に
持
つ
竹
に
は
、
常
緑
で
根
が
は
び
こ
っ
て
繁
茂
し
、
そ
の

た
め
盤
石
で
あ
り
、
天
に
向
か
っ
て
伸
び
よ
う
と
し
、
節
を
も
っ
て
い
な

が
ら
柔
軟
で
力
強
い
特
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
性
を
天
子
と
結
び
つ
．

げ
る
考
え
や
、
前
漢
の
文
帝
（
紀
元
前
身
〇
二
一
－
一
五
七
）
の
子
で
あ
る

梁
の
重
事
が
御
苑
に
竹
を
た
く
さ
ん
植
え
て
修
竹
園
と
名
付
け
た
故
事
に

よ
っ
て
、
竹
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
る
庭
園
を
「
竹
の
園
王
」
と
い
っ
て

皇
族
の
異
称
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
作
者
の
念
頭
に
億
知
識
と
し
て
あ

．
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
図
工
の
松
も
樹
木
の
長
生
と
常
緑
か
ら
、
節
操
、
，
長
寿
、
繁
茂

な
ど
縁
起
の
よ
い
も
の
と
し
て
称
せ
ら
れ
て
ぎ
た
。
さ
」
ら
に
、
松
は
松
位

」
と
い
っ
て
大
夫
の
位
を
も
っ
て
い
る
。
即
ち
、
『
史
記
』
巻
六
「
秦
始
皇
本

紀
」
に
h
乃
遂
上
泰
山
立
石
直
物
座
下
風
雨
暴
至
休
於
樹
下
因
封
其
樹
齢

五
大
夫
」
と
あ
っ
て
、
秦
始
皇
帝
が
そ
の
二
八
年
（
前
二
一
九
）
、
泰
山
に

・
登
っ
て
暴
風
雨
に
遭
遇
し
た
時
州
松
の
木
陰
で
身
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
そ
の
松
に
五
大
夫
と
い
う
秦
の
爵
位
を
授
与
し
た
と
い
ラ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
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武
帝
が
座
乗
す
る
羊
車
も
、
漢
劉
煕
撰
『
難
名
』
巻
七
「
繹
車
」
の
項

に
、
「
羊
車
羊
祥
也
祥
善
也
善
飾
之
車
欝
憤
車
是
也
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
も

吉
兆
物
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

　
因
み
に
、
羊
が
紙
を
好
ん
で
食
す
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、

竹
の
葉
を
も
同
様
に
食
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

源
平
．
鎌
倉
初
期
の
政
局
の
実
相
を
詳
述
し
た
九
条
兼
実
（
＝
四
九
－

一
二
〇
七
）
の
日
記
『
玉
葉
』
文
治
元
年
十
月
入
日
の
条
に
、
「
丁
巳
、
天

晴
、
和
泉
守
行
輔
、
進
二
羊
於
大
将
い
鱗
毛
白
鍵
二
葦
毛
ハ
好
食
一
一
竹
葉
枇
杷

品
等
一
云
々
、
又
食
レ
紙
云
々
」
と
あ
っ
て
、
竹
の
葉
も
好
物
で
あ
る
こ
と

が
分
る
。

　
中
国
の
古
典
に
取
材
し
な
が
ら
、
年
始
の
配
り
も
の
と
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
を
描
い
た
作
者
の
識
見
と
、
こ
れ
を
咀
囎
可
能
な
江
戸
時
代
町

民
層
の
知
的
水
準
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
あ
る
。

図
W
「
長
久
齢
」
は
、
唐
玄
宗
朝
の
臨
書
九
齢
（
六
七
三
↓
四
課
目

の
詩
「
照
俗
見
白
髪
」
に
取
材
し
た
大
小
暦
。
人
生
の
哀
愁
を
詠
ん
だ
当

詩
は
、
『
全
唐
詩
』
に
は
載
っ
て
お
ら
ず
、
張
九
三
の
全
集
で
あ
る
『
曲
江

集
』
に
、
「
照
鏡
見
白
髪
聯
句
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
全
文
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
く
せ
き

　
　
宿
昔
青
雲
志
　
　
宿
昔
青
雲
の
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
た

　
　
蹉
陀
白
髪
年
　
　
蹉
陀
た
り
白
髪
の
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち

　
　
誰
知
明
鏡
裏
　
　
誰
か
知
ら
ん
明
鏡
の
裏

　　　　　　図並

　
　
形
影
自
相
憐
　
　
形
影
自
ら
相
憐
ま
ん
と
は

（
か
つ
て
は
輝
か
し
い
未
来
を
夢
み
る
大
志
を
抱
い
て
い
た
が
、
な
す
こ

と
も
な
く
う
ら
ぶ
れ
て
、
い
ま
は
自
髪
の
生
え
る
年
と
な
づ
て
し
ま
っ
た
。

曇
り
な
い
鏡
の
中
を
の
ぞ
き
な
が
ら
、
わ
が
顔
と
そ
の
影
と
、
た
が
い
に

勤
ゆ
身
の
上
を
嘆
く
ば
か
り
と
な
ろ
う
と
は
、
誰
が
予
測
し
た
で
あ
ろ

う
か
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
道
中
「
長
久
齢
」
の
長
は
張
に
、
久
は
九
に
音
が
通
じ
る
。
先
づ
、
「
遺

臣
」
の
「
久
」
は
小
の
字
で
つ
く
り
、
「
長
」
と
「
齢
」
に
盛
り
込
ん
で
あ

る
数
字
は
小
の
月
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
長
」
に
三
、
五
、
十
、

　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
う

「
齢
」
に
は
正
、
壬
（
閏
の
こ
と
。
門
構
え
を
省
略
し
て
い
る
）
、
入
、
十

二
が
見
え
る
。
小
の
月
が
書
面
、
三
、
五
、
八
、
一
〇
、
一
二
月
は
天
明

四
年
三
三
（
一
七
三
四
）
で
あ
る
。
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大
ま
た
は
小
の
文
字
お
よ
び
各
月
の
数
字
を
寄
せ
て
、
あ
る
文
字
に
似

せ
た
、
所
謂
字
も
じ
り
の
類
は
擬
字
大
小
ど
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の
種
の
ア

イ
デ
ア
は
大
小
暦
作
成
期
の
早
期
か
ら
用
い
ら
れ
、
宝
暦
や
明
和
期
に
は

既
に
作
例
が
見
ら
れ
る
。
懸
字
大
小
は
ア
イ
デ
ア
と
し
て
は
一
般
的
で
、

末
期
ま
で
継
続
し
て
創
ら
れ
た
。

　
漢
詩
を
学
び
、
張
同
齢
の
こ
の
詩
に
感
銘
を
受
け
た
人
物
が
、
．
こ
れ
を

主
題
に
し
た
大
小
暦
の
創
作
に
思
い
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
9
、

む
　
す
　
び

　
日
本
は
明
治
に
な
っ
て
西
洋
文
明
を
受
入
れ
る
ま
で
、
上
古
以
来
中
国

の
文
化
圏
に
あ
っ
て
、
文
物
・
制
度
な
ど
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
大
小
暦
な
ど
は
、
日
本
で
考

案
さ
れ
た
数
少
な
い
文
物
の
一
つ
で
あ
ろ
・
凱
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
日
本

固
有
の
”
文
化
遺
産
”
と
み
ら
れ
る
も
の
に
も
、
実
は
中
国
の
文
様
が
く

っ
き
ゆ
と
付
着
し
て
い
み
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
ゆ
　
　
　
　
　
、

　
拙
稿
で
は
、
中
国
の
故
事
、
．
伝
説
な
ど
に
取
材
し
た
大
小
暦
四
点
を
紹

介
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
は
こ
の
他
に
も
、
「
諫
謹
選
」
や
「
胡
蝶
の
夢
」

な
ど
に
題
材
を
と
っ
た
と
思
し
き
大
小
暦
を
所
蔵
し
で
い
る
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
首
尾
よ
く
図
様
を
解
明
で
き
、
且
つ
発
表
の
機
会
に
恵
ま
れ

た
ら
紹
介
し
た
い
。

三一　

W
示
会
目
録
　
『
日
本
の
暦
－
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
個
人
文
庫
展

　
国
立
国
会
図
書
三
編
・
刊
　
一
九
入
四
　
五
九
頁
　
、
　
　
」

そ
の
3
』

二
　
『
絵
暦
』
（
請
求
記
号
W
A
三
三
一
一
）
所
収
。
原
書
名
は
『
恵
合
余
見
』
二
冊
。
．
天
、

　
明
か
ら
文
化
年
間
の
大
小
暦
三
〇
〇
点
余
り
を
収
め
る
。
そ
の
中
に
は
、
歌
川
豊
春
、

　
鳥
居
清
長
、
訂
馬
江
漢
、
窪
俊
満
、
葛
飾
北
斎
ら
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。

三
　
「
中
村
仲
蔵
相
勤
申
三
寿
今
様
図
」
（
天
明
七
年
）
、
「
銀
長
羽
織
黒
仕
立
通
言
縮
面
類
」

r
（
寛
政
三
年
）
、
「
竹
生
嶋
厳
基
金
花
山
相
易
祈
江
瞳
，
（
寛
政
九
年
）
，
等
。

西
　
下
見
隆
雄
氏
の
調
査
に
依
れ
ば
、
皇
初
平
と
す
る
典
籍
も
あ
る
。
黄
劔
平
ど
す
る
も

　
　
の
一
「
漢
魏
叢
書
」
本
『
神
仙
伝
』
、
『
雲
笈
七
籔
』
、
『
芸
文
類
聚
』
、
『
北
回
書
妙
』
。
皇
、

　
　
初
平
と
す
る
も
の
一
「
夷
弓
三
一
」
本
『
神
仙
伝
』
、
『
太
平
廣
記
』
、
馳
『
仙
苑
編
珠
』
、
　
『
太

　
．
平
御
覧
』
ハ
葛
洪
『
神
仙
傳
』
に
つ
い
て
（
一
）
（
『
福
岡
女
子
短
大
紀
要
』
第
八
号
（
昭

　
　
和
四
九
・
、
一
二
）
頁
六
二
、
六
三
）
〕
な
お
、
筆
者
の
調
査
で
は
、
↓
芸
文
類
聚
』
三
九

　
　
四
ば
「
皇
初
平
」
と
す
る
。

’
五
，
三
二
所
収
。

」
ハ
　
『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
　
第
四
巻
、
画
題
i
説
話
．
伝
説
．
戯
曲
一
』
　
大
旧
館
，

　
　
書
店
　
一
九
八
一
　
頁
五
一
　
　
．

　
七
・
長
谷
部
言
人
皇
『
大
小
暦
』
　
宝
雲
叢
　
一
九
四
三
　
頁
一
四
九

　
八
　
鈴
木
重
三
著
『
豊
国
』
　
集
英
社
　
、
一
九
七
五
　
（
浮
世
絵
大
系
　
九
）
頁
七
五

　
九
前
註
頁
ご
一
＝

，
δ
「
註
二
所
収
　
　
　
　
　
　
　
、

　
二
　
塚
田
康
信
『
西
安
碑
林
の
研
究
』
（
西
安
碑
林
の
研
究
刊
行
会
　
一
九
三
三
）
　
頁
一

　
　
六
二
一
ぬ
六
一
二

　
三
　
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
と
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
刊
の
版
本
ガ
あ
る
。

　
三
　
中
国
、
、
三
国
時
代
呉
第
四
代
の
皇
帝
。
二
四
二
～
八
四
。
在
位
二
六
四
一
八
℃
。

西
早
稲
田
大
学
編
輯
部
編
『
通
俗
二
＋
更
第
六
巻
通
俗
続
ご
一
志
』
早
稲
田

　
　
大
学
出
版
部
．
一
九
一
r
頁
二
八
　
．
。

　
盃
　
「
江
戸
儒
学
の
諸
問
題
」
（
『
近
世
日
本
の
儒
学
i
1
徳
川
世
継
宗
七
十
年
視
賀
記
念

　
」
1
』
岩
波
書
店
　
一
九
三
九
）
　
頁
八
七
入
一
八
七
九

」
六
　
石
崎
又
造
著
『
近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
俗
語
文
学
史
』
（
弘
文
堂
　
一
九
四
〇
）
頁

　
　
一
八
一
本
文
で
は
前
園
曾
武
、
頁
四
一
四
巻
末
の
附
録
二
，
近
世
俗
語
俗
文
学
書
目
年

　
　
表
で
は
、
紀
州
、
長
崎
住
人
、
前
島
喰
武
と
す
る
。

　
一
七
　
註
一
五
、
頁
八
七
九

一七一



天
『
天
明
絵
暦
』
（
請
求
記
号
三
三
⊥
二
七
〉
所
収
・
回
書
に
は
天
明
期
（
三
三

　
－
三
九
）
の
大
小
暦
八
七
枚
を
貼
り
込
む
。

一九

ﾇ
み
下
し
お
よ
び
解
釈
は
、
前
野
直
彬
注
解
『
唐
詩
選
（
中
）
』
岩
波
書
店
　
一
九

　
入
ご
一
　
百
ハ
一
二
〇
⊥
バ
ー
一
二
〇
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，

　
　
　
　
　
　
　
（
あ
い
じ
ま
。
ひ
ろ
し
　
回
書
館
協
力
三
国
内
協
力
課
）

ノ

一八＿

◎

亀’

、
　
　
／


